
２ 研究の実際 ＞ （２） 活動プログラムの実際 ＞ エ 活動プログラムの実践

＜中学校(学年)＞ 活動プログラム②トラブル未然防止のスキル

１ 活動プログラムの展開案において、グループでの活動がある場面を確認しました。

２ 活動プログラム①の実践後に「グループ活動アンケート」（１回目）を実施しました。

ペアやグループを意図的に構成して、実践しました！

図１ 「グループ活動アンケート」(１回目)の結果

資料１ 活動プログラム３時目におけるグループ活動の場面

【活動プログラム３時目の展開案より】
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「グループ活動アンケート」(１回目)結果

思った 少し思った あまり思わなかった 思わなかった

ｎ＝90ｎ＝89

今日一緒に活動した相手のこと

を、もっと知りたいと思いました

か？（関心）

今日一緒に活動した相手と、親

しくなれたと思いましたか？（親

近感）

今日一緒に活動した相手と、ま

た一緒に活動したいと思いまし

たか？（仲間意識）
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他人のことはしらなくていい。

いつもしゃべっている

相手をしらなくていい

事前説明

要支援群

ピ グ

３ 学習のねらいと「グループ活動アンケート」（１回目）の結果から、以下のようなグルーピングの

ための視点を挙げました。

○アサーションスキルやソーシャルスキル・トレーニングの学習を通した、自他尊重の自己表現のス

キルを学ぶため

・練習したスキルを実際の場面で使うことができるようにするため、日頃の生活班を生かして生徒

を組む。

・できるだけ、活動プログラム①のグループと異なる生徒同士を組む。

○グループでの活動が停滞しないようにするため

・友達との関わりが苦手な生徒と、相手のことを考えて発言するなどの気遣いができる生徒を組む。

・授業で扱うトラブルと同じトラブルの場面を経験したり、トラブルが継続したりしている生徒同

士は組まない。

・話合い活動を進めることができる生徒を、各グループに配置する。

４ 「ＰＩＧシート①」を活用して、「グループ活動アンケート」（１回目）の結果と担任の観察を基

にして総合的にアセスメントし、グルーピングを行いました。

※資料２は、個人情報保護のため、一部データを加工しています。

資料２ 「ＰＩＧシート①」を活用したグルーピングの実際
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５ 実際の座席は、以下の点に気を付けて配置しました。今回、配慮した生徒は15名です。

※資料３は、個人情報保護のため、一部データを加工しています。

・話合い活動を進めることができる生徒を、可能な限り各グループに配置する。

・日頃の観察で、相手に対して言葉遣いの乱暴な生徒同士を組まない。

・配慮を要する生徒を含むグループは、各学級の外側に配置する。

６ 実際の授業は、以下の通りです。

過 程 ●配慮の実際 ・生徒の反応や教師の気付き

【授業前】●「集合隊形」と「活動隊形」での各学級の区画や

グループ配置が分かるようにするため、事前に体

育館の床面にテープで目印（ピンク）を付けた。

【活動隊形時の目印】

【座席表上の記号】

◎(気遣いができる生徒)

・さわやかさん

・話合いの進行ができる

★(配慮を要する生徒)

・押しつけさん

・もじもじさん

資料３ 座席配置の実際
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●グループ活動に集中できるようにするため、グル ・グループの間隔を空けたことで、

ープの間隔を空けた。 グループを越えた私語が減って、

グループ内での話合いに活気が

感じられた。

●一方的に自分の考えを押し付けたり、自分の意見 ・リーダーの生徒が話合い活動や

がうまく言えなかったりするなどの配慮した生徒 シェアリングの場面でうまく声

と、相手のことを考えて発言できるリーダーの生 掛けを行ったため、活発な話合

徒を組んだ。 いができた。

●授業当日の朝、担任が学習内容と学習形態、座席 ・座席の配置や隊形については、

配置の隊形移動について、生徒に伝えた。 前日の帰りの会のときに説明し

た。事前に説明を行っていたた

め、「集合隊形」と「活動隊形」

の移動をスムーズに行うことが

できた。

【授業中】●配慮した生徒のいるグループを中心に、学年職員 ・副担任等がグループを回って声

で担当する範囲を決めて声を掛けるなどの支援を 掛けなどの支援をしたため、配

した。 慮した生徒だけでなく多くの生

徒が積極的に活動することがで

きた。

・「話す役」と「聴く役」とに分

かれてロールプレイングの練習

をすることで、相手の気持ちに

なって、柔らかい口調で話し掛

けることができていた。

・ロールプレイングの場面で拍手

をしたり、シェアリングの場面

で褒め合ったりするなど、積極

的に活動に取り組むことができ

ていた。

【グループ活動(活動隊形)の様子】

【配慮した生徒への声掛けの様子】

トラブルにならない話し方を

学んだので、これからは注意

しながら生活をしていきたい

と思った。

【配慮した生徒の感想】
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【授業後】●配慮した生徒の様子を観察し、必要に応じて声掛 ・授業後、生徒同士が活動につい

けをした。 て教室で話題にする場面が見ら

れた。

・生徒の授業中の様子や感想を学

級通信等で伝えることで、学習

した内容が深まったことを感じ

た。

◆授業後の生徒の反応(「グループ活動アンケート」・「振り返りシート」より)

※配慮した児童は15名で、グラフ上に人数を（ ）で示しています。

○グループ活動における生徒の友達に対する意識の変化について

・「グループ活動アンケート」の質問項目に対する生徒の回答の結果

※配慮した児童は15名で、グラフ上に人数を（ ）で示しています。

・配慮した生徒の感想

実践してみたら、このような生徒の姿が見られました！

図２ 「グループ活動アンケート」（２回目）結果

グループで話をすると笑顔も出て、一人で

活動するときよりも格段にしやすかったです。

互いに演技を見ることができて楽しかったで

す。

61.0%

67.9%

81.6%

35.6%

29.9%

18.4%

2.3%

1.1%

0.0%

1.1%

1.1%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

「グループ活動アンケート」（２回目）結果

思った 少し思った あまり思わなかった 思わなかった

ｎ＝90ｎ＝89
今日一緒に活動した相手のこと

を、もっと知りたいと思いました

か？（関心）

今日一緒に活動した相手と、親

しくなれたと思いましたか？（親

近感）

今日一緒に活動した相手と、ま

た一緒に活動したいと思いまし

たか？（仲間意識）

（10名） （５名）

（８名） （５名）

（１名）

（１名）

（８名） （６名）

（１名）



ピア・メディエーション 授業の実際＜中学校(学年)＞②－6 佐賀県教育センター

平成28年度 小・中・高等学校教育相談

○グループ活動で取り扱った「トラブル未然防止のスキル」の学習について

・「振り返りシート」の質問項目に対する生徒の回答の結果

※配慮した児童は15名で、グラフ上に人数を（ ）で示しています。

・生徒の感想

○グループ活動を取り入れた学習への参加状況と学習内容に対する活用意欲について

・「振り返りシート」の質問項目に対する生徒の回答の結果

※配慮した児童は15名で、グラフ上に人数を（ ）で示しています。

図３ 話し方のポイントの理解に

ついて(３時目)

図４ 話し方の練習について(３時目)

図５ 学習への参加状況について

(３時目)

図６ 学習内容に対する活用意欲に

ついて(３時目)

用件だけが伝わればいいと思っていたけど、自分の

気持ちを伝えたり優しく言ったりするなど、きちんと

した話し方をしなければいけないなぁと感じました。

今までは相手の気持ちを考えて頼むなんてことは

なかったけど、これからは相手のことを考えて話を

しようと思いました。
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・生徒の感想

◆授業後の教師の感想

話をするときに、自分の意見だけではなく相手の言い分も

聴かなければいけないと分かっていても、なかなかできてい

なかった生徒たちです。しかし、この活動プログラムのシナ

リオを使ったロールプレイングを経験したことで、改めてそ

れを実感したと思います。ロールプレイングの場面で役割を

演じながら気持ちが入っていたように感じます。そして、ほ

とんどの生徒たちが、相手のことを考えた話し方と聴き方を、

積極的に学ぶことができたと思います。

配慮した生徒の「グループ活動アンケート」には、「トラ

ブルにならないように話し方を工夫したい」「友達に対して

の話し方を考えなければいけないと思った」という記述が見

られました。トラブルにならない話し方のロールプレイング

もスムーズにできました。

自分の言い分だけを伝えると、相手が嫌な気持

ちになるので、相手の気持ちを聴くことも大事だ

と思いました。これからは意識して生活していき

たいと思います。

同じことでも、言い方一つで相手の捉え方が全然

違っていたのでびっくりしました。トラブルになら

ない話し方や聴き方をするのは大事なことだと思い

ました。


